
なお、本セミナーは医学系研究科を対象とした大学院特別講義としても実施します。

大学院生は、当日配布されるレポート用紙に講義概要等を記述し、提出してください。

日　時 ： 令和元年９月３日（火） １８：００～
場　所 ： 理学部  総合研究棟１ 大会議室（６階）

◆お問い合せ : プロテオサイエンスセンター  生体超分子研究部門　内線 ：（８）９６１６（ 杉 浦 ）　　
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ビタミンDの代謝研究は1960年代に入ってから盛んになり、1970年に活性型ビタミンD3の本体が1α,25-ジ

ヒドロキシビタミンD3であることが明らかになった。その後、種々の動物を用いた研究により、40種におよぶ

代謝物の構造と複雑な代謝経路の存在が明らかになったが、何種類の酵素が関わっているのか、また、ビタ

ミンDの代謝様式における動物種差が何に起因しているのかという疑問は未解決であった。我々はビタミン

D3の代謝に関わる4種のシトクロムP450 、CYP27A1、CYP27B1、CYP24A1、CYP2R1を酵母あるいは大腸菌内

で発現させ、酵素学的性質を解明することにより、この疑問を解決することができた。また、我々は放線菌由来

の水溶性P450であるCYP105A1がビタミンD3の25位と1α位を水酸化することを見出した。大腸菌での大量

発現および結晶化に成功し、立体構造に基づき2箇所のアミノ酸を変異させることにより、25位水酸化活性を

400倍、1α位水酸化活性を100倍上昇させることに成功した。近年、我々はCRISPR/Cas9システムを用いたゲ

ノム編集法により、CYP27B1あるいはCYP24A1遺伝子欠損ラットを作製した。これらを用いた代謝研究につ

いても紹介したい。

愛媛大学プロテオサイエンスセンター 　TEL：089-927-9686  
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このたび、プロテオサイエンスセンタ－ 生体超分子研究部門主催のセミナー＆大学院特別講義を
開催いたします。皆様のご来場心よりお待ちしております。


